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時
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米
國

の
海
蓮

政
策
.に
付

て

「

/
.

戸

田

・
海

市

、

●

米
国
海
運
政
策
の
骨
子

.

米
国
は
欧
洲
戦
争
以
來
急
速
力
を
以
て
英
國
に
劣
・ら
さ
る
大
海
渾
の
建
設
に
努
力
ず
る
高

聴
嬉
.
叉
之
箱

.當
す

る
偉
大
の
海
運
業
の
建
設
を
企
て
(
戦

前
二
百
萬
顧

に
過
ぎ
さ
b
し
商
船
か
今
日
は
既

に
千
三
百
萬
顧

に
達
・

し
、
此
上
更
に
国
庫
資
金
の
融
随
に
由
り
盆
商
船
建
造
を
櫨
張
せ
ん
帯
し

つ
、
あ

る
。
・
英
国
や
我
国

の
商
船
め

主

.

.

な
る
部
冴
は
物
債

の
低
き
時
代

に
建
設
せ
ら
れ
た
上

に
、
戦
時
中

の
運
賃
暴
騰

の
矯
め
生
し
π
る
特
別
増
牧

に
出

て
船
償
の
償
却
を
行
ひ
、
又
海
運
業

に
糊
す
る
諸
機
關
も
.備

は
つ
て
居

る
.か
.

激
國
の
商
船
は

物
債
暴
騰

の
際

篤
建
造
せ
ら
れ
セ
高
債
な
も
の
て
あ
ザ
、
其
建
造
を
念
書
し
爲
め
甚
柁
組
置

に
し
て
能
率
の
低
き
あ
の
も
多
4
、
.

特
に
熟
練
勢
働
者

に
算
ふ

へ
き
有
能
な
る
船
員
の
多
敷
を
急
速
に
養
成
す
る
こ
ぜ
か
甚
拠
困
難

て
φ
る
畑
.米
国
法

.

に
由
れ
ば
牛

竃

階
尉
の
宇
は
・
米
国
人
た
る
こ
差

必
要
ε
す
為
楽

米
国
の
…「
般
勢
銀
の
高
き
満

し
魂

.

時
事
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.
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海
温
政
策
に
就
て
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一
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四
}

三
九
入

.

船
員
の
勢
銀
も
高

い
9

只
惣
米
国
の
工
場
に
於
で
は
英
国
に
二
一二
倍
す
る
動
力
を
使
用
し
で
凱
働
の
節
約
を
極
度

に
行
ひ
、　
以
て
其
工
場

の
能
率
を
大
に
高
の
て
居
蓄

か
、
而
も
術
ぽ
米
國
工
業
品
は
巳高
き
保
護
關
挽
の
下
に
立
て
.

園
内
市
場

優

勢
を
保

つ
も
、
世
界
市
場

に
出
て

・
.外
國
品
ご
墓

守

る
力
は
割
合
に
少
な
.い
,
、然
る
莱

國
の

.

商
甜
は
其
工
場
ほ
ぜ
充
分
に
機
械
を
使
吊
し
て
入

力
を
節
約
す

る
の
工
夫
か
施

さ
れ
て
居

る
の
で
な
い
、ε
団

聴
に

商
船
の
活
動
は
其
工
業
"野

和
ぐ
關
枕
に
由
て
徹

零
.
の
著

せ
ら
れ
蒙

國
内
霧

を
著

す
る
も
の
て
な

ぐ
h
競
璽
激
甚
な
る
世
界
市
場
硲
粗
手
蓬
す
樹
む
.の
て
あ
る
。
.故
に
載
孚
中

の
如
く
世
界
の
船
腹

か
映
乏
し
て
運

.賃

の
暴
騰
せ
る
持
代
な
ら
ば
」
米
國
商
船
の

脛
瞥
は
必
し
も
困
難
て
あ
る
ま

い
か
、
・世
界
的
不
呪
時
代

に
天
ら
ん

ご
一し
で
運
賃
も
暴
落
し
つ
、
あ
惹
今
後

に
於
て
、
米
國
か
如
何
に
し
て
其
急
造
の
大
商
船
隊
を
維
持
す

る
や
は
世

、

界

一
般
の
注
視
す

る
所
で
あ
っ
た
か
、
今
回
制
延
せ
あ
れ
た
る
船
舶
法
は
米
国
の
輸
出
入
貿
易
を
人
爲
的
に
米
国

船

に
濁
出
せ
し
む
る
ご
云
ふ
メ

ル
カ
ン
チ
リ

ス
ム
最
盛
時
代
に
行
は
れ
し
排
外
的
海
運
政
策
を
採
用
し
て
世
界
を

、

驚
倒

せ
し
む
る
に
至
っ
セ
。

同
法
復

の
杓
溶
は
本
穂
前
號

に
於
て
小
島
學
士

の
諭
達

せ
ら
煎
だ
所
で
あ
る
か
、
其
重
要
黙
は
第

一
に
輸
入
の

米
国
船

に
由

な
も
の
ご
外
國
船

に
由

る
も
の
ε
に
由
し
、
輸
入
税
及
顧
税
其
他

の
港
漣
利
用
に
劃
す
る
賦
課
に
輕

重
の
差
を
附
し
.
第
二
に
太
平
洋
経
過
の
輸
出
入
品

に
…対
し
て
米
國
船

に
由

る
も
の
は
従
来
の
如
て
低
率

の
鐵
道

響

蓋

屈
す
る
浸

し
、
鶴

磐

由
る
も
の
蕊

之
姦

し
て
其
二
焙
三
倍
の
姻
内
鐵
道
運
賃
を
適
用
す
る

、

直



〆

こ
.ε

、
し
、
第
三
に
米
国
ε
其
植
民
地
さ
の
聞

に
沿
岸
貿
易
禁
止
規
定
の
適
用
を
機
張
し
、
.今
日
ま
て
其
適
用
を
目

見
ざ
か
し
米
国
ε
比
律
賓
ε
の
間
の
海
運
を
米
国
船

に
衝
直
し
、
第
四
に
沢
園
船

に
謝

し
で
不
當
の
競
争
を
籍
し
、

又
は

一
艘

に
荷
主

に
射
し
て
不
公
正
の
取
孤
を
爲
す
外
國
船
の
所
有
看
に
厨
す
る
船
舶
の
米
國
寄
港

を
禁
止
す
右

こ
ε
の
四
黙
て
め
る
。
第
四
黙

の
荷
主
に
謝
し
て
不
公
正
の
取
扱
を
駕
す
船
舶
ε
云
ふ
は
写
今
日
世
界
譜
方
面
の

航
路
に
於

{
成
立
す

る
運
賃
同
盟

か
其
同
盟
船
を
利
用
す

ゐ
荷
主
に
射
し
て
ほ
運
賃
割
戻
を
駕
す
ご
同
時
に
、
.同

盟
外
の
船
舶
を
利
用
し
π
る
荷
主

に
劃
し
て
は
同
盟
船

の
和
凧
を
拒
絶
す

お
の
制
裁
を
加

へ
っ
.、
み
る
か
如

き
場

合
を
指
す

の
て
あ

る
。

右
の
四
黙
の
中
先

っ
第
三
黙

分
沿
岸
貿
易
禁
止

を
比
律
賓
に
適
用
す
る
こ
ε
に
付

で
見
る
に
、
.年
来
比
律
賓
人

は
豫
約
せ
ら
れ
セ
る
濁
立
の
断
行
を
米
国
に
直
り

っ
、Y
.あ
る
際
て
あ
る
か
ら
、
今
日
に
至
っ
て
米
國
か
其
海
運
業

の
爲
め
に
比
律
賓
の
利
益
を
搬
牲
に
供
t
る
か
如
き
時
代
後
れ
の
船

舶
法
を
制
定

し
た
こ
ざ
を
意
外

ε
し
、
此
の

如
き
利
己
的
法
律

の
制
定
を
敢
て
す

る
所

の
米
國
の
蜀
立
承
認
の
豫
約

に
付
て
疑
誠
を
生
し
、
・遂
に
激
烈
居
る
対

米
反
威
を
起
す
紅
.至

つ
花
、
.若

し
此
際
米
國

か
沿
岸
貿
易
禁
止
を
比
律
賓

に
適
用
し
た
な
ら
は
、
比
賓
徳
の
凋
立

運
動

か
険
悪
性
を
帯
ひ
來
る
の
み
な
ら
す

、・
其
凋
立
を
認
め
た
後
ま
て
も
之
を
し
て
永

く
米
国
に
野
し
て
反
戚
を

懐
か
し
む
る
の
危
険
か
め
を
。
・鷲
舶
法
は
比
熱
を
慮

っ
て
莫
貴
行
を
行
政
椹

に
由

り
適
宜
に
延
期
す

る
の
鹸
硲
を

存
し
て
居
嘉

、
結
髭

規
憲

實
行
の
馨

を
有
事

、
從
っ
て
諸
外
国
の
利
青

も
影
響
を
生
す
る
に
至
ち
.

警

器

欝

の
海
護

讐

就
て

卑

一
巻

露

【義

δ

五
)

三
究
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四
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海
て
あ
ら

蓬

云
ふ
世
間
の
観
測

か
當

っ
て
屠
る
や
う
て
薯

,
女

第
四
黙
に
付
て
見
る
に
今
回
の
米
国
船
舶
法

な
る
も
の
は
米
国
船
主
か
任
意

に
同
盟
し
て
行
ふ
代
サ
に
法
律
自
身
か
外
國
船
戎
之
を
利
用
す
る
荷
主

に
謝
し
て

差
別
的
待
遇
養

す
も
の
て
あ
・
・
.故
に
盲

壁

の
諸
方
面
に
存
在
す
・
響

同
盟
緩

行
す
る
所
を
以
て
不

正
行
爲
魯
り
ざ

し
て
其
の
米
國
寄
港
を
禁
止
す
.る
は
、
.
.
即
ち
米
国
船
舶
法
自
身

か
不
正
の
も
の
た
る
こ
ε
を
自
白

恋

こ
巨

饗

畠

・
覆

錯
誤
的
の
船
鎮

の
製

姦

て
す
・
所
の
米
票

、・
汎
-
世
界
の
海
上
・
嚢

を
行
は
れ
し
智

矯
め
既
存
の
餐

同
盟
を
幾

す
る
ξ

・
興
味
を
有
す
る
も
の
厳

君

へ
ら
れ
な
い
。
警
.

此
規
定
は
世
人
の
想
徹
す
る
.㌍

新
興
の
米
國
船
を
し
て
世
界
の
海
吉

勢
力
を
振
ひ
つ
易

る
既
存
の
運
賃
同

盟
に
割
込
ま
し
め
、以
て
其
激
烈
憩

競
婁

挙

る
・
姦

目
的
与

る
も
の
ε
畏

れ
る
。倉

ま
て
世
界
の

鑑

界
の
羅

を
饗

し
英
羅

主
菜

國
船
の
同
朋
割
込
罫

し
て
譲

に
反
響

ん
手

・
禦

見

へ
・
や

シ
て
あ
.る
か
、
併
し
米
国
か
既

に
互
.大
の
商
船
隊
を
迸
り
.上
げ
だ
今
日
に
至
り
、
之
を
諸
航
路
よ
b
排
斥
七
て
之

ざ
蕃

の
整

を
探
を

あ

馨

な
ら
ざ
・
は
、
米
國
か
排
斥
的
の
雛

法
を
制
定
す
・
の
馨

な
ら
さ
陰

回
し
て
あ
る
・
世
界
の
.海
運
業
者
は
徒
ら
に
既
得
の
地
位
に
饗

た
ら
す
、
新
興
の
米
国
海
運
業
を
も
其
同
盟
.に

喬

て
書

昔

世
界
の
交
通
年

和
罫

描
す
る
の
度
量
か
な
毛

は
な
ら
ぬ
.
只
た
.米
國
船
を
同
盟
に
牧
容

す
る
ご
云
ふ
こ
蓬
ば
、
同
盟
の
運
賃

を
も
米
国
船

の
希
望
す
る
か
.如
く
引
上
く
る
こ
さ
を
意
味
.過
す
、、
輩
に
米
国

磐

自
殺
的
箏

を
爲
嘉

・
妄

意
味
す
る
.に
過
ぎ
な
、鴨

若
し
米
國
船

に
し
て
現
存
の
諸
同
盟
の
運
賃
を
以

「

＼



,
て
し
で
ば
牧
支
相
償
ぶ
を
得
な

い
な
ら
は
、

に
財
政
的
援
助
を
與
ふ
へ
き
て
あ
る
。

米
国
政
府
は
須
ら
く
他
の
海
運
上
の
後
進
諸
國
の
.行

べ
る
か
如
く
之

二
.
其
世
界
海
運
に
封
ず
る
影
響

、以
上
に
出
て
見

れ
ば
氷
國
船
舶
法
の
骨
子
を
爲
す
も
の
臥
第
三
及
第
四
の
黙
て
な
く
の
第

一
及
第
二
の
排
外
的
・

規
定
に
存
す
る
・歯
噛
か
明
か
て
あ
る
.
先

っ
第
、】
の
關
視
噸
税
等
の
差
別
待
遇
に
付
て
最
近
或
方
面
に
傳
は
る
所

に
由
れ
ば
?
外
國
船
に
由
る
輸

入
品
に
は
現
行
挽
の
五
歩
を
増
加
し
、
更

に
米
鼠
船
に
由
る
も
の
に
は

}
割
を
減
.

し
全
禮
に
於
て

「
割
五
歩
の
差
別
待
遇
を
翁
さ
ん
ε
す
る
の
計
書
て
あ
る
。
多
年
露
国
ご
相
並
ん
で
極
端
の
保
護

貿
班
を
面
朝
し
た
る
米
国
の
開
視
か
近
來
次
第
に
緩
和
せ
ら
れ
だ
こ
は
云

へ
、
荷

ほ
世
界
の
最
高
率

に
算

へ
ら
れ

で
磨
り
、
従
僧
阻
五
割
に
達
す
心
場
合
か
多

い
。
故
に
其

一
射
五
歩

の
差
別
待
遇
ε
云

へ
ば
從
償
⊥
ハ
歩
乃
至
七
歩

五
厘
ε
な
る
の
て
あ
る
か
、
此

の
無
き
差
別
額
は
多
一
の
場
合
に
海
上
埋
賃
を
遙
か
に
超
過
す

る
も
の
て
あ
る
か

ぢ
等
外
國
船
に
取

っ
て
は
致
命
的
撚
撃
で
あ

る
ρ
元
來
輸
入
税

に
關
す

智
北
差
別
待
遇
は
直
接

に
郷
国
船

か
米
國

輸
出
品
㌍
横
取
紅
こ
ご
を
姑
く
る
も
の
で
は
な

い
か
.
併
し
差
別
待
遇
の
欝

の
往
航
に
輸
入
貨
物
を
宿
せ
さ
る
外

財
船

か
復
航
の
際

に
低
廉

に
輸
酢
品
を
積
取

っ
て
米
国
船
ε
競
争
す

る
こ
ε
は
不
能
て
み
も
か
む
、、
實
際

に
此
規

定
は
輪
出
ん
双
方

に
付
て
外
國
船
セ
排
斥
ず

る
も
の
て
あ
る
。
而
し
て
大
西
洋
の
海
運
界
に
優
勢
な
る
英
図
船

ε
.

壁
欝

題

米
国
の
海
運
激
策
起
観
て

'
.

.鍮
+
奮

(錨
三
號

「
〇
七
》

四
〇
一　



時
事
融
題

来
園
の
海
蓮
政
策
に
就
て
.
.

簾
+
一巻

(第
三
號

一
〇
入
)

四
〇
二

奉

洋
於

て
霧

を
阯
義

商
磐

の
何
れ
か
此
差
別
待
遇
岳

で
藁

襲

む
ろ
・
ε
大
な
り
や
は
一
瞥

.

諭
せ
ら
れ
な

隠
.
欧
米
間
は
距
.離
も
近
一
、
.
.
從

っ
て
其
海
上
運
賃
も
低
い
か
ら
.
英
国
階
の
蒙
む
る
打
撃
か
大
な
.
.

る
.へ
.き
て
あ
る
か
・
併
し
我
國
の
輸
出
入
の
大
部
分
は
政
府

の
監
督
彎

曲
b
特

に
低
辱
運
賃

を
以
で
す
る
保
護

會
祉
の
船
舶
に
出

て
取
扱
は
れ
℃
居
る
か
ら
、
之
に
由

で
蒙
む
る
打
撃
は
矢
張
り
大
て
あ
る
。
只
だ
關
穐
の

一
割

.

五
歩
の
差
別
待
遇
ε
云

へ
は
如
何
に
姦

度
の
排
外
保
護
て
あ

っ
て
、
共
程
度
は
第
二
の
鐵
道
運
賃

の
差
別
待
遇

晃

ら
さ
る
重
大
の
差
別
て
あ
b
・
.從

っ
て
此
報
道
は
俄

か
に
信
用
し
難
き
も
の
て
あ
る
か
、
假
b
に
最
初

議

新
聞
紙
に
汎
く
傳

へ
ら
れ
た
如
く
氷
野

喬

待
遇
は
蕎

枇
法
の
規
定
を
活
用
し
て
米
国
船

舞

細

視

の
五
.

歩
を
減
す
に
止
ま
る
も
の
与

る
も
・
其
差
別
甑
は
貿
易
品
の
從
慣
二
三
歩

蓬

る
場
合
か
ぞ

.
・從
っ
て
現
在

の
運
賃
の
孚
に
以
上
ε
な
る
場
合
か
少
な
く
な
.い
か
ら
、
若
し
此
外
業
顧
視
其
他
に
付
て
差
別
待
遇
を
蒙
む
る
ζ

ぎ
は
外
國
船
最

っ
て
矢
張
レ
致
命
的
打
撃
暮

ら

さ
る
を
得
な
い
.

、

第
二
の
大
年
洋
脛
過
の
輸
出
入
品

に
期
す

る
米
国
大
僅
鍛
造
運
賃
に
關
す

る
差
別
待
遇
は
專
は
ら
東
園
だ
東
洋
.

`
の
貿
易
に
關
す
る
あ
の
て
あ
る
か
、
米
国
の
麗
潴
中
心

か
大
西
洋
岸

に
存
す
る
矯

め
、
東
洋
の
、輸
出
入
の
大
部

分
は
鐵
道
に
由
る
こ
ε
を
必
饗

し
、
從

っ
て
此
規
定
は
米
亜
貿
易
の
大
部
分
に
影
響
を
及
ぼ
す

。
の
て

め
る
コ

今
日
米
亜
間

に
於
て
英
.鼠
船
の
航
運
は
少
な
く
、
其
貿
易
の
人
な
る
部
分
は
我
商
船
輩
出
て
取
扱
は
れ
て
居

る
か

ら
、
・此
差
圃
待
遇
め
不
利
を
蒙
む
み
も

の
は
圭

ざ
し
て
我
晦
蓮
葉
て
あ
る
か
(
.前

じ
述

へ
し
如
、く
我
商
船
の
運
賃

.



、

ば
特

r
低
き
も
の
て
あ

る
か
ら
、
外
国
船

に
由
る
貨
物
に
黝
し
大
陸
餓
道
特
別
運
賃
の
屡
止
の
爲
め
」
其
貨
物
の

負
推
す

へ
き
{籔
道
、渾
属
具
増
加
額
は
、
我
商
船
の
海
上
運
賃
を
活
}か
に
超
遇
す

る
阻
吻
合
か
多

い
。
.
.
故
篤
我
商
船
か
全

.

然
無
償

馬
て
太
琴
弾
の
鹸
…逡
に
秘
事
す
る
為
、
一荷

ほ
哉
商
船
し
積
取
れ
る
貿
易
品

の
負
撫
す
る
運
賃
は
現
在
「よ
力

も
大

じ
増
加
す

る
こ
蓬
、
な
る
。
米
国
船
は
我
商
船
よ
り
も
相
當
に
高
き
運
賃
を
得

さ
れ
は
経
管
す

み
を
得

な
い

て
あ
ら
う
か
、
傍
心
上
述
の
如

巷
人
な
る
差
刷
待
遇
.の
下
に
於
て
我
商
船
は
絶
対

に
之
ご
競
争
す
る
を
得
な

い
,

、

最
お
米
国
東
部
苓
東
洋

ξ
の
連
絡
は
技
術
士
必
七
あ
蠢
く
米
国
大
陸
鐵
道
に
由

る
を
要
し
な
い
。
.例

へ
は
バ
ン
ク

+
メ
適
に
寄
航
し
て
米
大
陸
横
斯
の
大
部
分
を
加
奈
陀
鐵
道
に
由
り
、
一東
部

に
於

て
割
合
短
距
離
の
米
国
鐵
道
を

ド

利
用
し
て
目
的
地

に
達
す

る
ご
ざ
も
出
來

る
の
て
あ
乃
か
、　
併
し
此
方
法
か
實
行

せ
ら
る
嘱
な
ら
は
米
國
は
更
に

之

に
蜀
抗
す

る
の
用
意
か
あ
乃
ざ
云
ふ
こ
ε
て
あ
る
か
ら
β
此
方
法
も
無
猛
輩
見
倣
さ
れ
て
居

乃
。
反
米
圃
ざ
東

洋
ε
の
連
絡
は
パ
ナ

マ
蓮
洞
に
出

て
も
行
は
れ
得

る
か

、・
既
ζ
從
凍
此
航
路
の
運
賃

か
鐵
道
経
由

の
場
合
に
比
し

て
著
し
く
低
き
に
係
は
ら
す
、
.輸
出
入
の
大
部
分
か
鐵
誼
に
曲
事
う

、
め
み

こ
ざ
を
見
れ
拭
㍉
.・貿
易
止
バ
ナ
、力
経

由
に
種

々
の
不
便
不
利
の
存
ぐ

る
二
庫
か
明
か
て
あ
る
か
從

っ
て
我
商
船
か
今
後

パ
ナ

マ
経
由

"
よ
り
ズ
米
掴
船

芝
大
卒
洋
上
に
競
争
ず
右

こ
ε
ぢ
国
難
て
あ
る
つ
"、
.
・ぐ

h
.∵∵
∴
」　
∵
∵
、
.
p　
.
.}∴
.
.
疋
.

一
.
.
孔
.
.
.∴
.

'

や米
国
船
舶
法
に
由
b
外
国
船
の
蒙
む
瑠
差
別
葡
負
擾
は
甚
だ
大
て
め
ち
9
特
に
太
雫
洋
方
面
翼
於
て
は
瀾
税
ぜ

鐵
道
運
賃

ξ
の
一
.一軍
の
差
別
待
遇

に
由
じ
外
國
船
は
絶
封
に
米
国
船
に
対
抗
す
る
を
得
な
い
。
戦
時
中
.の
加
減
海

時
事
酊
題

米
国
の
海
運
政
策
に
號
て
.

第
十

「巻

(第
三
畿

一
〇
九
)

四
〇
三

一

」



隠
事
問
題

米
国

④
海
運
政
策

に
就
て

第
十

一
藩

(第

三
號

一
】
.O
)

四
Q
四

上
運
賃
の
暴

騰
し
て
船

主

が
注
郷
の
利
益
を
禍

ρ
、
あ

っ
た
時
代
晶
は
、
.外
國
船
生
は
自
か
ら
其
差
別
舶
負
捲
の

人
な
る
部
分
を
引
受
け
て
運
賃
の
引
上
け
を
見
倉
は
せ
る
飴
裕
も
な
か

っ
た
て
は
な

い
瀞
。
李
塒

起
於
て
此
の
如

き
長
握
.臆
堪

へ
る
飴
地
は
な
い
や
現
ん
や
今
日
は
世
界
的
不
況

の
矯
め
船
腹
の
渦
剰
運
賃
の
暴
落
を
爲
し
つ
、
あ

る
際

て
あ

る
か
ち

『
.躰
國
船
は
此

の
如
暮
負
措
を
忍
ふ
よ
ザ
も
米
国
航
路
強
あ
退
却
し
て
他

に
轄
し
C
叉
は
繋
船

せ
濫

る
を
編
な
い
9
故

に
本
法
實
施
の
結
果
は
米
国
鎮
路
か
米
國
船
の
濁
占
ε
な
る
の
　て
あ
る
か
、
.
.
経
嚢
の
大
な

宥
米
眉
卵

酒
之
を
濁
占
す
れ
は
其
運
賃
の
大
に
騰
貴
す

る
は
勿
論
て
ゆ
み
忍
其
鷹
貴

の
程
度
か
幾
何

K
達
す

へ
き

や
を
推
測
す
る
心
立
は
困
難
て
あ
る
、
い若
し
差
別
待
遇
額
以
上

に
運
賃

か
騰
貴
す
れ
は

、
外
国
船
も
米
回
船
さ
鏡

、

孚
L
得

る
に
至
る
か
ら
、
其
騰
貴
は
差
別
待
遇
額
以
内
に
止
櫨
る
こ
`
か
明
か
て
あ

る
。
世
人
は
往
々
米
国
航
路

か
米
国
船
の
凋
占

に
蹄
す
れ
は
其
運
賃

か
當
然
差
別
待
遇
額
ま
て
騰
貴
す
る
ピ
考

へ
る
や
う
て
あ
る
か
、
.此

の
如

.

琶
騰
貴
は
大
西
洋
に
於
て
は
播
ら
て
今
日
の
一
.
「一倍
以
上
ε
な
る

へ
ぐ
、
、大
卒
洋
に
於
て
は
今
日
の
数
倍
嬉
な

る
の

て
φ
る
漁
米
国
船
の
航
蓮
か
如
何
に
多
く
思
妻
を
要
す
る
ざ
は
云

へ
♪
此
の
如
き
運
賃
の
引
上
け
に
由
ら
さ
れ
は

之
を
蓮
轄
す
ぢ
を
得
さ
る
ほ
注
に
多
る
を
要
す
る
も
の
て
な
い
。.　叉
運
賃
の
引

上
は
凋
占

の
場
合
に
於
て
も
全
然

船
主
ゆ
任
意
に
行

ひ
得

る
所

で
な
張

特

に
今
日
の
如
て
貿
易
か
不
振
に
陥

っ
て
出
荷
め
減
少
し
、つ
、
.あ

る
際

咲

船
主
か
無
謀

の
運
賃
引
上
け
を
行

ふ
魯
葱
怯
自
殺
的
結
果
を
生
せ
さ
る
を
得
な

い
。
.u只
π
上
述

の
如
く
米
国
船

の
.

脛
費
大
難
わ
嬉
云
ふ
も
【
罪其
船
舶
法
の
定
む
る
か
如
き
大
な
み
葺
捌
輌
負
瀬
…を
外
個
船
起
加
ふ
み
の
必
要

か
な
い

'



ε
す
ゆ
隊
・
此
法
律
は
不
必
要

に
人
な
る
保
護
を
氷
國
船

に
與

ふ
る
も
の
て
あ
ム
い
儂
る
に
遮
大
の
保
蔭
稔
の
設

定
か
響

的
合
同
を
生
す
・
高

ヒ

、船

舶
遠

大
の
雀

を
聖

を

急

米
國
船
は
外
羅

の
肇

を
招
.

か
さ
る
範
園
に
於
て
猫
占
的
利
益
を
貪
る
の
弊
を
生
せ
さ
.る
を
得
な
い
。

三

共
世
界
智
ハ易
化
封
す

惹
影
響

光
國
船
舷
法
か
世
界
貿
易
に
及
ぼ
す
影
響
に
付
て
見
る
に
、
.此
法
律
ば
米
國
航
路
の
運
賃
を
騰
貴
せ
し
む
6

こ

ざ
に
出
て
貿
易
を
妨

げ
る
。
特

に
關
挽
及
鐵
道
運
賃
の
二
重
の
差
別
待
遇
に
喧
し
大
卒
洋
の
運
賛
を
等
し
く
騰
貴
.

せ
し
め
で
此
方
面
の
貿
易
を
害
す
る
こ
ご
か
大
て
め
庖
巳
只
た
此
.の
如
き
米
國
航
路
に
於
け
る
運
賃
騰
貴
に
由
り

最
大
の
害
を
蒙
む
る
も
の
は
他

國
て
は
な
く
て
米
国
自
身
て
あ
る
α
元
來
メ
ル
カ
シ
チ
リ
ズ
、ム
の
時
代
に
什
ば
れ

た
内
外
差
別
待
遇
的
の
海
運
政
策

か
野
際
交
通
の
頻
繁
ε
な
る
に
從

ぶ
て
塵
止
せ
ら
れ
た
の
は
、

図
襟
道
徳
の
進

歩

に
も
由

る
こ
ご
て
あ
る
か
、
其
の
圭
π
な
原
付
ば
之
を
實
行
ず

る
國
臼
身

㊨
損
失
が

甚
だ
大
な
御
食

あ
で
み

る
。
此
政
策
に
由
れ
ば
輸
出
入
運
賃

の
騰
貴
を
生
す

る
ご
ざ
を
免
れ
な
い
ρ
今
日
各
」國
は
街
ほ
保
護
貿
易
の
必
要

替
威
し
て
居

る
の
て
あ
る
か
、
保
護
貿
易
の
普
通

の
方
法
た
る
輸
入
税
の
設
定
に
際
し
て
は
、
・保
護
を
要
す
む
事

業
ご
然
ら
さ
む
も
の
ε
の
間
㌍
差
別
を
立
て
隔
ス
保
護
を
要
す

る
事
業

に
付

て
も
保
護
の
必
要
の
大
小
t
由
ケ
で

紺

密
②
個
別
的
取
扱
を
駕
し
得
る
の
て
あ
る
.か
、
内
外
差
別
的
海
運
政
策
ば

一
様
に
輸
入
品
を
騰
貴
せ
し
翻
る
』
、

畦
事
間
駐

米
國
の
海
運
政
策
に
就
て
.

第
十
一
巻

(第
三
號

一
一
一
.》

叫
①
五

山
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時
事
陽
題

濃
酊
の
海
運
政
策
F
就
て

厳
+
「巻
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王
號
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二
)

四
Q
大

冊

へ
ば
此
海
運
策
は
國
民
の
輸
入
を
必
要
ご
す
る
工
業
原
料
や
彙
物
日
用
品
を
も
其
他
め
も
の
重
同
様

に
騰
貴
せ

し
　め
る
回
天
輸
入
税
は
直
接
に
輸
出
を
妨
害
す
を
も
の
て
な
く
、
・只
π
高
率
の
輸
入
税
を
漉

く
多
種
類
の
輸
入

超

勤
し
で
課
す
む

ご
き
は
、
其
國
の
一
般
物
債
を
騰
貴
せ
し
め
て
間
接

に
輸
出
毎
幼
気
る
に
止
法
る
か
、
此
海

運
政
」

.

策
ば
輸
入
ぎ
画

し
く
轍
肘
㊧
運
賃
を
も
直
掻
に
騰
貴
せ
し
め
る
o
.叉
此
政
策

か
輸

入
原
料
肝
用
品
等
の
運
賃
を
無

差
別
に
騰
貴
せ
し
め
る
爲
め
に

デ
鼠

の
物
債
李
準

か
高
ま
お
程
度
も
強
い
か
ち
、
其

結
果
ε
し
て
輸
出
奮
不
振

に

陥

る
、断
の
害
も
大
こ
な
る
。
米
國
は
最
早
や
食
物
原
桝
を
輸
出
し
で
工
業
品

を
鹸
…入
す

る
　農
業
國
て
ば
瓜

い
、
.特

に
戦
争
以
來
の
経
済
上
の
急
攣
に
由
臥
今
日
ば
工
.業
國
ε
し
て
も
第

一
流
の
地
位
に
進
み
、
從

っ
て
其
工
業
に
謝

し
海
外
販
路
を
開
拓
す
る
の
必
要
か
大
ご
な
れ
な
ご
同
時

に
、
原
料
輸
入
を
低
廉

に
行

ふ
の
必
要
も
大
ご
む

つ
だ
、

故
に
若
し
米
国
民
に
し
て
冷
課

に
利
害
を
考
慮
し
た
な
ら
は
、
決

し
て
今
旺
の
如
き
無
謀
な

る
船

舶
海

の
制
定
か
・

出
來
な

い
筈
て
る
る
。
.米
鼠
か
其
海
運
葱
保
護
す

な
に
は
臨
池

を
害
せ
さ
る
適
當
の
方
法
か
他

に
.存
す

る
に
係
は

ら
す
、
張
て
此
の
如
き
時
代
錯
誤
的
政
策
を
探
る
に
至
っ
た
こ
ご
は
、
.後
に
論
ず
る
か
如
く
米
国
民
の
國
際
道
徳

上
の
債
値

に
付
て
大
に
疑
問
を
生
せ
し
む
る
こ
ε
N
な
る
を
免
れ
な

い
。

.

↑h米
國
の
海
運
政
策
は
.米
国
を
害
す
.を
ど

同
時
に
世
界
各
國
を
害
年
・る
こ
ε
も
甚
し
い
。
今
日
の
世
界
輕
濟

の
中

益
麟
英
風
よ
い
米
国

に
移

っ
た
の
て
あ
る
か
射
、
米
国
ば
世
界

一
般
の
翁
め
大
に
自
重
し
て
輕
學
膏
動
を
避
く
る

の
責
任
を
生
し
だ
、
、鷲

倉

世

界

一
般
に
饗

不
況
藷

ら
ん
乞

つ
・
あ
・
か
ら
、
藤

嘗
衡

易
の
中

幅



心
を
寫
す

米
国
か
無
謀
の

海
運
政
策
を
實
行

し
で
.貿
易
の
衰
退
を
甚
し

か
ら
し
め
雨
.
-
.以
て

一
般
の
不
景
氣
を
甚

し
か
ら
し
む
る

こ
ε
は
世
界
塗
禮

に
取

つ
で
大
な

な
苦
痛
て
あ
る
、
我
国
ま
眠
流

へ
は
米
国
ざ
の
貿
易
か
多
年
重

要
の
地
位
を
占

め
内
.戦
孚
以
来
ば
特
に
其
重
要
の
度
を
加
へ
た
の
て
め
み
か
、
今
回
の
船
舶
法
は
關
視
及
鐵
道
運

賃
の
「.一重

02
差
別
待
遇
に
由
り
太
平
洋
運
賃
を
特
に
騰
貴
ぜ
し
め
、
以
て
日
米
貿
易
に
甚
大
の
打
撃
を
加
ふ
る
翫

の
で
あ
を
ρ

一
面
に
米
国
よ
炉
見

る
も
戦
争
以
来
急
速

に
磯
撰
し
た
工
業
は
、
欧
洲
市
場

に
次
て
は
人
口
稠
密

に

し
て
購
買
力
の
大
獄
亀
東
洋
南
洋
市
場
に
其
販
路
を
開
始
す
る
の
必
要
に
迫
ら
れ
、
又
其
工
業
の
原
料
も
東
洋
南

洋
よ
ゲ
輸
入
ず

る
の
必
要

か
大

に
増
加
し
て
居
る
の
て
あ
る
か
、
大
卒
洋
運
賃
の
騰
貴

ぽ
米
国
の
此
万
面
に
封
ず
.

る
震

に
多
大
の
障
碍
を
契

さ
る
を
得
李

コ
.特
莚

意
す

へ
き
は
米
国
航
路
よ
り
駆
逐
せ
ら
鷲

る
儲
外
囲

の
商
船
は
欧
洲
及
東
洋
酎
洋
に
集
ま
噸
、
此
方
面
㊨
蓬
賃
を
特

に
低
廉
な
ら
し
め
る
か
ら
、
其

の
相
互
の
間

の
貿

易
を
特
に
獲
蓮
ぜ
、し
の
る
つ
故
に

一
方
に
於
け
る
米
国
航
路

の
運
賃
砂
騰
貴

ε
相
結

ん
で
米
國
の
此
方
面
に
封
ず

冶
蛮
展
を
盆
不
利
に
陥

る
.・
こ
ε
、
な
る
』
米
国

か
無
謀
な
る
排
外
的
政
策
を
探

る
こ
ご
は
、

「
面
に
米
国

の
重

要
脱
す
る
掛
外
殿
展
を
妨
げ
て
之
を
孤
立
せ
し
む
る
ε
云
ふ
自
然
の
制
裁
を
招

か
さ
る
を
得
な

い
。
加
之
米
国
か

一
.千
鍛
百
萬
願
の
大
海

運
を
経
管
ぜ
ん
ご
す
れ
ば
、
加
荷

に
米
国
の
輸
出
入
額
か
太
な
り
ε
は
云

へ
、
自軍
に
之
の

み
奮
取
扱

ふ
こ
す
に
出
て
其
腰
替
を
安
全
有
利
冠
す
る
を
得
な

い
。
必
ら
す
や
同
時
に
水
団
貿
易
ざ
直
接
の
關

係

装

世

界
の
勢

面
の
航
讐

も
讐

せ
れ
窪

鼠

・。
.然
る
に
建

の
力
に
宙

凋
占
的
に
筒
き
運
賃
を
維
持

蒙

冊
題
.

米
国
の
海
埋
政
策
礁
蔵
て

「

筆

、葱

(欝
三
親
.
;

ε

君

七



轟瞭
事
面
慰

・米
国
の
海
運
政
策
碍
就
}て

欝
〃干

一巻

(第
耳
號

一
.一・四
冒

匹
O
久

し
得

る
米

国
航
路
ε
異
与
、
世

界
の
他

の
航
路
.に
ば
激

烈

な
る
競
争

か
行
は
れ

る
か
甑

、
米

国
船
も
此

等
の
航

路

に
徒
事
す
青

倉

は
米
国
航
路
に
於
け
お
よ
急

蓬
か
仁
誓

運
賃
を
似
て
せ
ね
は
乞

ぬ
.こ即
ち
米
国
船
は

自
国
民
よ
b
高

き
運
賃
を
搾
b
取
ヶ
陀
利
益
の
.}
部
を
割
て
他
國
氏
の
脛
濟
を
嶽
展

せ
し
む
る
の
作
用

揺
爲
さ
ね

ば
ぼ
ぢ
楓
。
由
來
米
国
・に
於
て
は
渦
大
の
保
護
に
出
て
生
し
セ
る
工
業
の
濁
占
的
合
同
か
丙

に
高
く
し
外
に
低
く

す

み
の
弊
害
.に
苦
ん
で
居

る
の
て
あ
る
か
、
今
や
海
運
.に
付
て
も
過
大
.の
保
護
を
加

へ
て
同
様
の
弊
害
を
生
せ
し

め
ん
ピ
す
る
に
至

っ
た
。

,冊

.米

画

の
探

る

へ
き

途

「

.米
國
の
立
場
を
辯
護
す

る
者
は
主
張
し
て
曰
く
、
米
国
の
如
き
大
國

か
其
国
力
に
.相
當
す
る
大
海
蓮
葉
を
有
す

ご
ざ
ビ
は
∵
其
経
済
上
及
国
防
上
に
必
要
居
る
こ
ご
ヶ
否
認
す
る
を
得
な

い
。
海
運
業
に
於
け
る
先
進
國
は
從
來

何
れ
も
種

々
の
保
護
奨
顧
を
加

へ
て
之
を
今
日
の
如
く
高
き
推
度
に
装
達
せ
し
め
た
の
で
み
る
か
、
.米
國
か
今
日

之

に
勤
抗
し
得

る
海
運
業
を
新
た
に
建
設
せ
ん
こ
す
れ
は
強
大
の
保
護
制
度
に
依
頼
す
る
.の
外
は
な

い
。
特

に
注

意
す

へ
き

は
米
側
の
偉
大
な
洛
南
船
隊
の
急
建
設

威
緻
洲
戦
争
参
加

を

布
敷
な
ち
し
む
る
爲
め
に

必
要
て
あ

っ

把
。
E、軍
に
経
済
上
よ
b
見

帽
は
此
の
如
き
大
商
船
隊

の
急
造
は
無
謀

の
識

磐
琵
れ
な

か
つ
.セ
て
あ
ち
う
か
、'
戦
争

参
加
の
結
果
ご
」
て
既

に
商
船
の
出
家
上

っ
た
合
日
に
至

っ
て
は
、
.如
何
な
る
.手
段
に
由
る
も
之
を
維
持
す
.る
.の



、

外

は
な

い
。
特

に
今
回
米

圃

の
探

れ

る
手
段

は
何

れ
も

国
際

法

に
違

反

せ
す

し
て
行

ひ
得

る
も

の
て
あ

る

か
ら

、

外

國
よ
り
之
を
批

難
す

る
ば
濁

り
米

国
の
地

位
に
鋤

し

て
當

然

の
同
情

を
快

く

の
み
な
ち
す

、
叉
無
益

に
國
際

的

恩
威
情

を
挑
獲
す

る
も

の
て
あ

る
酋
σ
.
.
.

∴
、
.

↑
、

「..、
.

、
.
-

比
論

は
甚

π

し
き
見

留
連

ひ

て
あ

る
。
吾

々
は
米

国

か
其
国
力

に
相
當
す

み
大
海

運

業
を
保
護
助
長
す
.る

こ
さ

仁
封
し
て
何

等
の
異
議
を
有
す

る
看

て
な
く
、
寧

ろ
之
を
七
て
世
界
変
撞
の
潅
歩
に
貢
献
せ
し
む
る
.港

を
希
望

す

る
者
て
あ
る
。
只
た
荷
く
も
米
園
の
新
海
運
業
か
世
界
交
通
の
進
歩
に
貢
献
す

る
の
使
命
を
有
す
る
も
の
ざ
す

る
以
上
は
沸、
其
保
護
の
方
法
に
付
て
は
他

の
諸
國

の

一
.般
に
行

へ
る
所
巴
回
し
て
,
.他
国
に
不
當
の
損
害
を
加
べ

さ
る
の
方
法
を
探
る
こ
ご
を
要
求
せ
ね
は
な
ら
粗
。
今
日
の
米
国
ピ
し
て
此
の
如
き
正
賞

の
方
法
.を
探
る
こ
嬉
は

決
し
て
不
能
て
%
な
け
れ
は
又
不
利
て
も
な

い
o
多
く
の
國
己
洞
し
く
一
飛
國
め
如
き
も
從
來
園
庫
ま
b
補
助
を

與

へ
「て
幼
稚
の
海
運
業
を
成
立
せ
し
ひ
る
方
法
を
探

っ
た
の
て
あ
る
か
、
・此
方
法
た
る
や
運
賃
を
騰
貴
せ
し
め
て

世
界
の
貿
易
を
害
す
る
こ
.こ
な
く
、
寧
ろ
運
賃
を
低
落
せ
も
め
て
貿
易
の
獲
蓮

に
貢
献
す
.る
も

の
」て
あ
る
ゆ
.世
界

第

一
の
冨
.國
工
あ
b
、
特
に
驚
鴎

へ
き
亘
費
を
投
し
て
英
國
に
劣
ら

さ
る
大
海
,軍

を
建
設
.し

つ
、
め
る
米
国
に
取

.つ
て
は
其
商
船
の
保
護

に
付
て
他
国
ご
同
様
の
正
賞
な
る
方
法
を
探

る
こ
ご
は
財
政
上
必
し
も
困
難
な
問
題
て
は

な

い
。
米
国
を
辯
護
す

る
.者
の
中

に
は
貿
易
上
の
取
扱
に
關
し
内
外
商
船
の
差
別
を
立

つ
る
こ
置
を
以
て
漕
.国
際

り

道
徳
上
何
等
批
難
す
る
を
褐
さ
る
も

の
π
る
こ
ぜ
を
誇
明
す
る
矯
め
、
今
日
各
国
か
貿
易
.上
内
外
商
品
の
課
税
に

撃

問
題

米
國
の
彊

威
讐

塑
.
.
.

、
.
卑

癌

(第
三
號

=

き

四
。
九

、
`

昌

占.一.....L
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時
事
問
題

米
国
の
海
運
散
策
に
就
《

.
r
.

第
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巻
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圃
=
○

付

ぎ
差

別
待
遇

を

欝
す

こ

乙
酉
即
ち
外
.國
品

に
關

挽
を

課
す

る

こ
ε
を
當
然

脱
す

る
の
事
實
を
學

け
る

の
て
あ

遣

コ

か
p
内
外
商
品

の
課
税
上
の
差
別
待
遇
に
在
て
は
保
護
す

へ
き
も
の
℃
否

ε
の
圃
別
を
立
て
、
.又
保
護
を
必
要
己

ず

る
程
度
に
慮
し
て
裸
視
上
精
密
の
匝
別
を
設
咳

以
て
無
益

に
自
他
を
害
す
る
・
　
ど

を
避
く

る
の
途

か
存

し
て

居

る
。
然

る
に
米
國
船
舶
法
の
如
ヰ

一
般
に
運
賃
を
騰
貴
せ
し
む

る
こ
ε
は
、
」貿
易
上
無
益
に
自
他
を
害
す
る
ワ
恒

定
動
き
拙
劣
粗
野
な
方
法
て
あ
る
。
米
国
か
他
に
適
當
の
方
法
の
存
す
る
薫
係
撤
ち
す
」
強
て
此

の
如
き
粗
暴
な

政
策
を
探
ら
ん
ご
す
る
こ
ε
は
∵
世
界
共
同
生
活
を
禽
重
ず
る
意
思
を
鉄
ぐ
も
.の
五
雲
は
き
乃
を
得
奪

い
。
.

.

.米
国
船
舶
法
ば
其
冒
頭
に
立
法
碓
目
的
を
謙
明
レ
て
、
米
國
の
貿
易
を
米
国
船
長
出
て
行

ふ
嬉
云
ふ
文
句
を
描

け

て
居
る
か
、
此
骨
頭
の
丈
何
は
實
地
壇
近
き
政
客
の
放
言

の
如
く
響
暮
、撒
律
中
の
文
句
蓬
七
て
慧
滑
稽
に
威

せ

し
め
右
も
の
て
あ

る
。
.前

に
述

(
し
如
く
米
国
か
其
国
力
相
當
分
大
海
運
老
雄
持

せ
ん
遣
す
れ
は
凋
海
氷
國
の
輸

出

入
を
取
扱
ふ
に
止
ま
ら
す
、
汎
ぐ
世
界
の
諸
航
路
鴬
従
事
す

る
の
必
要
な
乃
こ
悉
は
、
少
↓
ぐ
海
運

の
智
識
を

有
す

る
者
の
親
遁

か
す
を
得

さ
る
所
で
あ
る
。
欠
氷
厨
領
土
内

に
行
は
駒

、
商
業
取
引
な
ら
は
之
を
米
国
の
商
業

ざ
稠
し
て
も
差
支
な
.い
か
。
貿
易
な
る
も
の
は

一
国
惑

他
厨
民
あ

共
圃
行
翁

て
カ
る
。
、
故
智
米
国
か
其
輸
出

入
を
以
て
之
を
断
國
の
毛
の
ε
云
ひ
得

る
な
鉦
は

其
貿
易
相
手
國
も
回
し
椹
威
を
以
て
之
を
自
國
の
も
の
こ
云

ひ
得
.る
筈
て
あ
る
。来

園
は
關
挽
鐵
道
運
賃
等
に
討
て
内
外
船

の
差
別
を
立
て
柁
塑

.

.若
し
も
他

の
諸
國
か
同
様

の
手
段
を
探
っ
た
な
ち
は
、
米
躍
船
は

蕨

の
輸
出
入
貨
物
を
取
扱
ふ
ξ

・
.も
郎
奪

2
.峯

抜
毛
外
囲
の
港
湾

.

「



・

に
立
入
る
こ
ε
を
得
な
い
。
例

へ
昧
諸
外
國

か
米
国
船

の
港
潜
利
用
に
射
し
て
種
々
の
不
便
不
利
を
加

へ
.ヶ
欠
は

禾
國
舶
の
炭
水
の
買
取
積
込
に
付
て
あ
不
利
を
加
ふ
る
こ
ε
、
恰
も
米
國
か
外
國
船
に
其
鐵
道
聯
絡
利
用
上
の
大
.

不
利
を
加
ふ
る
か
如
き
方
法
を
探

っ
た
な
ち
は
、
米
團
の
海
運
は
自
滅
せ
さ
る
を
得
な

い
っ
吾

々
絃
国
際
間

に
於

て
も
狂
人
か
兇
器
を
弄
ふ
か
如
き
無
謀

の
行
動
を
爲
す

二
ε
を
互
に
愼
ま
ね
は
な
ち
ぬ
。
.元
来

…一
千
三
百
萬
噸
の

米
国
.商
船
は
世
界
交
通
の
進
歩

に
人
な
る
貢
献
を
駕
し
得

へ
き
毛
の
て
あ
み
か
、
米
国
か
之
を
運
用
す

み
の
方
法

ε
し
て
濁
り
他
国
の
利
益
を
害
す
る
の
み
な
ら
す

「
自
国
の
経
済
上
の
利
盆
を
も
犠
牲

に
供
し
て
顧
み
さ
ち
ん
匡

す
・
椅

敵
て
み
る
か
。
吾
蠢

愚

之
を
以
莱

国
立
薯

の
無
智
の
儒
め
あ

み
解
し
去
・
を
得
奈

。
・本
.

・

摩
商
船

の
直
接

の
使
命
は
貿
易
上
の
利
益
の
増
進

て
な
く
て
は
な
ら

禰
か
、
米
圃
か
貿
易
上
の
利
金
を
犠
牲
に
供

し
て
其
商
船
を
維
持
ぜ
ん
ざ
す

る
を
見
れ
ば
、
世
人
を
七
て
彼

の
軍
國
主
義
者

か
国
防
充
實
の
爲
め
に
は
輕

々
丸

く
脛
濟
上
の
利
益
を
蹂
躪
す
る
こ
ε
を
縄
ら

鳳
恩
云
ふ
か
如
く
、
米
國
の
商
船
建
設
も
李
湘
な
る
経
済
上
の
利
益

増
進
を
主
眼
意

す
其
の
海
軍
大
護

の
完
備
三
酉
へ
る
非
欝

的
の
爾

を
主
眼
ε
す
歪

め
皇

・
や
あ

疑

惑
を
起
さ
し
め
葛

を
得
な
い
。
吾
々
は
米
国
か
厭
洲
戦
争
参
加
以
來
蕎

に
帝
国
主
義
的
思
想
掻

き
π
う
ε
・

の
世
論
に
謝
し
て
藪
に
軽

々
し
ぐ
劉
断
塗
下
π
す

こ
ζ
聖
欲
も
な
い
か
鳥
、併
し
米
国
か
国
際
共
同
生
活
に
甚
大
の
.

關
係
を
有
す
る
海
運
業
に
付
て
今
回
の
船
舶
法
O
如
き
共
同
利
益
を
考
慮
せ
さ
る
法
律

の
制
定
を
敢
て
し
た
こ
ε

か
、
`
眞
に
米
国
の
輿
論
を
代
表
し
て
翁
さ
れ
た
も

の
ε
す

る
な
ち
は
、
今
日
の
米
国
人
か
共
貿
易
の
互
額
な
る
ε

.

時
事
問
題

米
国
吸
海
運
政
策
ド
就
て

第
+
}「巻

(第
三
號

=
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.》
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=
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.二

領
土
の
廣
人
な
る
ε
を
恃
み
て
諸
外
國

に
樹
立
せ
ん
円
し
、
眉
際
間

の
問
題
を
決
す
ム
に
怯

一
に
實
力
に
頼

る

へ

し
ε
云
ふ
思
想
に
強
↑
支
配
せ
ぢ
れ
た
結
果
て
あ
み
こ
ご
を
反
寵
す
る
の
は
容
易
て
あ
る
ま

い
つ
.

ビ
米
国
船
舶
法
の
骨
子
を
駕
す
ち
の
ば
上
述

の
和
ぐ
關
税
顧
視
等
の
差
別
待
遇
ピ
太
雫
洋
貿
易
に
嗣
す
る
鐵
道
運

賃

の
差
別
律
遇
ε
て
あ
る
か
、
第

一
q
差
別
待
遇
を
行
ふ
に
は
此
等
の
黙
に
付
て
内
外
船
の
差

別
待
遇
彰
爲
す

こ

ざ
を
禁
ず
む
現
行
通
商
條
約
を
滑
滅
ぜ
し
む

み
の
必
要
か
あ
る
、
船
舶
法
は
法
律
成
立
後
九
十
日
以
内

臆
、
即
ち
.

實
際
に
ば
本
月
三
日
ぎ
で
に
内
外
差
別
待
遇
禁
止
の
條
約
を
締
結
せ
る
諸
候
約
國
に
條
約
終
了
の
意
思
を
通
告
せ

ね
は
な
ら

諏
。
日
氷
條
約
は
此
通
告
後
六
ケ
月
を
以
て
條
約
の
清
減
ず

る
こ
忍
を
約
定
し
て
居

る
か
ら
や
差
別
待

遇
の
断
行
暴

年
二
月
以
甫
に
は
貴
行
し
得
な
い
、
米
国
よ
り
條
馨

了
の
通
告
を
受
け
た
る
諸
外
票

唯
・
諾

諾
米
国
の
差
別
待
遇
の
要
求
を
認
め
で
其
他
の

一
般
通
商
僚
約
關
係
を
卒
穏

に
維
持
せ
ん
ど
す
る
や
は
疑
潤
て
あ

る
。
筍
て
も
米
国
か
此
差
別
待
遇
を
断
行
せ
ん
ε
す
る
な
ら
は

一
.切
の
通
商
僚
約
の
成
立
を
も
賭
し
、
諸
外
國
よ

与
無
條
約
國
ε
し
て
取
扱
は
る

、
の
危
険
を
踏
ま
ね
は
な
ら
ぬ
。
叉
船
舶
法
の
第
二
の
骨
子
た
み
鐵
道
運
賃
差
別

待
遇
は
大
卒
洋
貿
易
ご
大
卒
洋
沿
岸
諸
藩
の
繁
榮
ε
大
陸
鐵
道
の
経
管

ε
臆
あ
.重
大
の
関
係
を
有
す
る
事
柄

て
あ

.

ゐ
。
散
に
船
舶
法
は
米
國
船

に
由
り
大
卒
祥
貿
易
を
充
分

に
庭
理
す
る
の
準
備
か
整
ふ
ま
て
此
規
定
の
實
行
を
延

期
し
得

る
の
飴
裕
を
存
七
.
.
.
現

に
明
年
　一
月
ま
て
延
期
せ
ら
る

、
こ
ε
.～
な

っ
た
の
て
あ
る
5
,購
代
錯
誤
的
の
船

舶
法
に
由
り
最
大
の
損
害
を
蒙

む
る
者
は
国
民
纒
濟
の
急
速
な

乃
工
業
化
起
絆
ぶ
て
海
跡
頚
展
を
重
要
覗
せ
さ
る
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を
得

さ
ゐ

弘に
至
か
し
米
瓲
民
倉
穿
て
あ
る
。
.米
国
の
餓
塒
入
に
關
係
塗
有
す

る
多
数
の
商
工
業
者
及
輸
送
業
者
は

此
船
舶
法
め
爲
め
に
海
運
及
造
船
業
の
犠
牲
ご
な
ち
さ
.る
を
得
な
い
。
.此
船
舶
法

か
如
何
な
る
運
動
掛
引
に
出
て

米
国
の
議
會
を
通
過
し
且

つ
大
統
頑

の
裁
可
を
得
る
に
至
り
.し
ゃ
に
不
明
て
あ
.る
か
」
吾
人
に
は
決
し
て
此
の
如

き
法
律

か
沢
国
民
の
眞

の
輿
論
を
代
表
す
る
も
の
.冠
者

へ
ら

れ
な
い
.。
.米
国
民
か
冷
静

に
自
己
の
利
害
を
考
量
す

る
に
從
ひ
、
必
ら
で

や
.此
法
律

に
反
謝
す

る
強
大
の
輿
論
か
起
る
に
至
る
て
む
ら
ラ
か
猷
賦
特
に
此
法
律
は
實
に

世
異

同
生
活
の
利
益
を
毀
損
す
る
・
ε
.面
し
葛

の
て
あ
る
か
ら
,
世

界
の
諸
國
民
騰

重
に
併
し
肢
正
に
之

を
批
劃
し
て
米
鼠
民
の
反
省
を
促
か
す

の
権
利
か
か
る
。
.我
國
は
催
の
何
れ
の
鼠
よ
レ
も
此
法
律
に
断
て
大
な
な

打
撃
を
蒙
む
る
も
の
て
あ
み
一か
ら
吾

々
は
大
に
米
國
景
の
公
正
な
る
輿
論
冷
喚
起
す

る
の
必
要
を
威
す
る
の
て
あ

る
か
、
耕
義

國
論

叢

蓋

隻

那
西
北
利
亜
・
封
ず
・
整

か
楓
否

決
乗

黒

船
洪
高

し
漏

狭

な
る
帝
國
主
義
的
の
.渦
誤
.に
略
画
且

っ
頑
強
に
其
過
誤
を
持
続
し
て
居
る
か
ら
、
吾
々
の
批
劉
は
米
国
民
を
反
省

せ
し
警

著

て
如
何
に
壷

傭

蔑

の
薄
弱
な
・
・
蕩

威
せ
さ
る
を
寒

い
。
ス
吾
々
か
議

の
逡

政

策
の
嚢

幕

導

ん
手

段

.
我
国
自
身
の
窪

政
讐

付
て
も
大
に
反
省
を
琴

・
黙
か
少
な
く
な
い
・

し

時
事
問
題

米
国

の
海

運
政
策

ド
就
て

」

第
」十

}
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」
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三
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